
だ
れ
？
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い

ゴ
ミ
を
捨
て
た
の
は
…
…
…

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
れ
ば

作
業
も
は
か
ど
り
ま
す
。

集
め
た
ゴ
ミ
を
学
校
ま
で

運
ぶ
の
も
一
仕
事
。

2
月
2
5
日
、
頃
末
小
学
校
の
5
・
6
年
生
が
奉
仕
活
動
と
し
て
町
内
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
学
期

ご
と
の
奉
仕
活
動
も
6
年
生
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
が
最
後
。
今
回
は
、
学
校
周
辺
や
水
巻
駅
周
辺
な
ど

四
か
所
を
中
心
に
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
呼
び
か
け
て
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

「
人
の
目
に
触
れ
な
い
所
に
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
と
、
駅
前
を
清
掃
し
た
海
江
元
孝
く

ん
（
6
年
）
。
そ
し
て
児
童
の
呼
び
か
け
で
参
加
し
た
お
母
さ
ん
の
ひ
と
り
、
滝
下
志
津
子
さ
ん
（
頃
末
）

は
　
「
応
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。



ボクの見好は大空の中に
たこ

凧づくり教室

たこ

2月6日、中央公民館で開かれた「凧つくり
教室」には約50人の親子が参加。今年は大人が
飛行機凧、子供は工イ凧に挑戦。組んだ竹ひご
には、人気アニメや似顔絵など、思い思いの絵
を描いた和紙がはられます。遠賀凧の会の指導
員の説明を聞きながら、子供たちはお父さんや
お母さんの手を借りて組み立てていきます。

「骨組みを糸で結ぶところが難しかった」と、
話してくれたのは親子3人で参加した笹原和成
くん（頃未小3年）。3月27日（日）に遠賀川河
川敷公園で開かれる凧あげ大会では、この日作っ
た凧たちが大空へ舞い上がることでしよう。

毎日食べるものだから、みんなで考えたい
米問題を考える私たちの討論会

遺跡が物．語る古代のロマン
遺跡分布調査終わる

教育委員会では、平成5年11月から平成6

年1月まで、町内全域の遺跡分布調査を行い

ました。その結果、弥生時代の箱式石棺墓を

はじ度）、新しく5つの遺跡を発見することが

できました。その内のひとつ机で見つかった
ひつぎ

箱式石棺墓（写真）と呼ばれる石の棺は、弥

生時代の風習を知るうえで貴重な物です。今

後もこのような調査を行い、町内に眠ってい

る歴史的遺産を発見し保存していきたいとの

こと。これから、どんな発見があるが楽しみ

ですね。

詳しい調査の結果は、3月21日（月）午後

3時から午後5時までと午後7時から午後9

時までの2回、中央公民館で報告会を行いま

す。皆さんの参加をお待ちしています。

2

「日本で食べる米は、日本で作ることが大切です」

3月1日、南部公民館で『米問題を考える私たちの討論

会』と題したシンポジウムが開かれました。このシンポ

ジウムは「みまき女性短期大学」の教養コースとして行

われたものです。パネリストに町内で情熱を持って農業

に取り組んでいる井上毅さん（古賀）、小河剛さん（猪熊）

の二人とアイカモ農法で有名な桂川町の古野隆雄さんを

迎え、体験談やエピソードを語ってもらいました。米問

題という生活に密着した内容のため力＼、集まった参加者

は真剣な表情で聞き入っていました。

「お米は、農家の人が頑張って作っているものですか

ら、日本のお米を食べたいですね」と語る塚原るい子さ

ん（猪熊）。

米問題は単に農家だけではなく、国民一人ひとりの問

題ではないでしょうか。



町社会教育委員　　　町社会教育要員

番月一三さん　　黒瀬園義さん

（彿熊）　　　　傾剰

富田麻美ちゃん

5年3月13日生まれ

（梅ノ木団地）

い
た
ず
ら
大
好
き
の
麻
美
で
す
。

早
く
ア
ン
ヨ
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
、
み
ん
な
で
散
歩
に

行
こ
う
ね
。

加藤圭祐くん

5年3月9日生まれ

（高松団地）

人
一
倍
、
元
気
で
明
る
く

人
一
倍
、
気
持
の
優
し
い

子
に
育
っ
て
ね
。

ゴ

松本大二郎さん（50歳「頃未）から呵社会福祉協議
会に寄付がありました。今回の寄付は、消防団員の報
酬として町から松本さんに支払われたお金です。

昭和43年に消防団に入った松本さんは、現在、副団
長。団員のまとめ役として頑張っています。

「少しでも地域のためになればという奉仕の気持ち
で消防団に入っているので、私の場合、報酬は寄付す
ることにしているだけです。お金は、本当に福祉の援
助を必要としている人に使ってもらいたいですね。伝
えて欲しいことは、寄付したことよりも、もつと消防
団に対する認識を新たにしてもらいたいということで
す」と語る松本さん。

「自分の可は、自分たちで守っていきたい」という
最後の言葉が印象的でした。

看
護
高
等
専
修
学
校
卒
業
式

2
1
世
紀
の
医
療
を
享
見
ま
す

頃
末
の
松
本
大
二
郎
さ
ん
、
社
協
に
寄
付

自
分
の
町
は
、
自
分
た
ち
で
守
り
た
い

遠賀中間医師会看護高等専修学校（下二）の卒業式
が厳かな雰囲気の中、3月3日、中央公民館で行われ
ました。

この日、卒業したのは44人。巣立っていく白衣の天
使たちの顔は、充実感にあ′ｉ、れていました。学校生活
を振り返ってみると、卒業までの2年間は、病院での
勤務と学′校の両立で苦労も多かったと思います。

「初心を忘れない看護婦になりたいですね」と、卒業
証書を手に話してくれた久保園奈留美さん（吉田三）。

皆さんの新たな舞台では、たくさんの患者が登場を
心待ちにしていす。これからますます厳しくなる医療
の最前線を皆さんの情熱と笑顔が支えてくれることで
しよう。



健康づくりシリーズ⑳

健
康
づ
く
り
教
主
㈲

2
回
目
の
今
回
は
、
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
予
防
の
た
め
、
食
生
活

と
日
常
の
運
動
に
つ
い
て
学
習
し

～
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
教
室
よ
り
～
　
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
教
室
に
参
加
し
た
受
講

生
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
知
識
を
こ
の
教
室
で
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
は
、
自
分
の
生
活
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
の
関
係
を
学
習
し
た
場
面
を
再
現
し

な
が
ら
、
気
づ
い
た
こ
と
や
分
か
っ
た

こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

▽
ほ
と
ん
ど
歩
い
て
い
な
い
　
8
人

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
運
動
指
導
員

か
ら
、
体
に
よ
い
運
動
の
種
類
・
程
度

な
ど
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

●
1
0
分
以
上
続
け
て
行
う
運
動
は
、
脂

肪
が
燃
え
や
す
く
ス
タ
ミ
ナ
も
つ
く

●
歩
く
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
水
泳
、
な

ど
の
持
久
力
を
つ
け
る
運
動
が
よ
い

ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

食
事
に
つ
い
て

遅
効
に
つ
い
て

血
液
デ
ー
タ
の
比
較

受
講
生
全
員
　
（
1
3
人
）
　
が
、
日
常
の

生
活
の
中
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
運
動
を

し
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
一
日
に

歩
く
時
間
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

▽
2
0
分
以
上
歩
い
て
い
る
　
　
2
人

▽
1
0
分
～
2
0
分
歩
い
て
い
る
　
3
人

受
講
生
全
員
は
1
2
月
に
行
っ
た
血
液

検
査
の
結
果
と
5
、
6
月
に
町
で
行
わ

れ
た
健
診
の
デ
ー
タ
と
を
比
較
し
な
が

ら
グ
ラ
フ
に
記
入
し
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
の
変
化
を
見
て
み
ま
し
た
。
そ
し

て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
気
づ
い
た
こ
と

を
話
し
合
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
以
上
の

よ
う
な
こ
と
が
で
て
き
ま
し
た
。

▽
食
事
に
気
を
つ
け
て
い
た
ら
、
急
に

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
下
が
っ
た
。

▽
家
族
に
病
人
が
い
て
、
心
配
や
ス
ト

レ
ス
、
疲
れ
が
あ
っ
た
せ
い
か
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
上
が
っ
た
。

▽
気
を
つ
け
た
つ
も
り
な
の
に
上
が
っ

た
。
食
事
は
何
を
ど
う
気
を
つ
け
た

（

血
液
デ
ー
タ
の
比
較
で
気
づ
い
た
こ

と
の
中
か
ら
最
も
関
心
の
高
か
っ
た
食

事
に
つ
い
て
、
受
講
生
た
ち
は
学
習
を
進

め
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

●
食
べ
す
ぎ
に
注
意
す
る

●
動
物
性
の
脂
肪
を
控
え
る

●
卵
黄
、
レ
バ
ー
、
肉
な
ど
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
多
く
含
む
食
品
を
と
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る

ま

と

め

今
回
の
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
予
防
教

室
で
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
対
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
講
師
の
話
や
参
加

者
全
員
で
の
話
し
合
い
な
ど
に
よ
り
答

え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
6
年
度
も
健
診
を
受
け
た
人
を

対
象
に
、
今
回
の
よ
う
な
健
康
教
室
を

．
開
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の

体
の
こ
と
を
学
習
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

水
巻
町
卓
球
選
手
権
大
会

町
民
体
育
館
を
男

4

水
巻
町
卓
球
選
手
権
大
会

が
2
月
1
3
日
、
町
民
体
育
館

で
5
2
人
の
参
加
者
を
集
め
行

わ
れ
ま
し
た
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級
1
⊥
書

①
林
伸
久
②
舟
津
寿
一

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
級
⊥

①
芳
賀
健
児
②
古
崎
利
典

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
級
1
⊥
書

①
緒
方
裕
子
②
船
津
勝
子

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ
級
1
⊥
書

①
和
田
雅
子
②
辻
美
代
子

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
⊥

①
堀
本
、
後
藤
組
②
京
、
林

組
男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級
⊥

①
村
上
、
後
藤
組
②
芳
賀
、

高
須
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
級
⊥

①
船
津
、
緒
方
組
②
川
崎
、

古
野
組

女
子
ダ
ブ
ル
ス
Ｂ
級
⊥

①
和
田
、
村
上
組
②
辻
、
杉

山
組

ベ

テ

ラ

ン

の

部

－

⊥

①
高
須
慶
一
②
飯
森
時
男

中
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
⊥

①
後
藤
祐
輔
②
北
田
恒
行

中

学

生

ダ

ブ

ル

ス

⊥

①
浜
崎
、
宮
下
組
②
官
本
、

片
岡
組

水
巻
町
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
マ
ラ
ソ
ン
大
会

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
む
髄

例
年
遠
賀
川
河
川
敷
公
園

で
行
わ
れ
て
い
る
水
泳
少
年

団
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
今
年
か

ら
総
合
グ
ラ
ン
ド
に
舞
台
を

移
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
1
6
2
人
は
日
ご
ろ
の
練

習
成
果
を
発
揮
し
て
頑
張
り

ま
し
た
。

優
　
勝
　
頃
末
水
泳

準
優
勝
　
猪
熊
水
泳

3
　
位
　
机
水
泳

水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で

は
子
供
さ
ん
の
入
部
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で

友
情
を
温
め
、
い
い
汗
を
流

し
ま
し
ょ
う
。



回園自画像宙・巧．

国民年金保険料は

4月から11，100円に

変わります。

平成6年4月から国民年金保険料が、これま

での月額1万500円から月額1万1，100円に引

き上げられます。これは老齢基礎年金などの年

金額の改善に伴うもので、給付と負担のバラン

スをとるために毎年段階的に引き上げられてい

ます。誰もが安心して老後を迎えることができ

るように、保険料の引き上げにご理解とご協力

をお願いします。

※付加保険料はこれまでどおり月額400円です。

国民年金保険料の前納を利用されると毎日納

めに行く手間がはぶけ、納め忘れがありません。

そのうえ保険料が割り引かれますので、とって

もお得です。

4月に平成7年3月までの1年分を前納する

場合の保険料は、下の表のとおりです。

○平成6年度の国民年金保険料額

予 煎 串 疎 殖 烹 麺 締 純 綿 癖 癖蜂

毒自滴め醸 ．（11，100円×12月） （11，100円＋400円）×12月
宰4 位※ 133，200円 138，000円

廓叙事来車蜜

誉癌圭 129，990円 134，670円

鶉、密 事 潅 鏡
※孝幸本章 3，210円 3，330円

′酎とるお釦判き上げられます
平成6年は、国民年金の受給額が2回引き上

げられます。平成6年4月から物価スライド分

（1，3㌫）引き上げられます。また、平成6年10

月からは制度の改善で再度引き上げられます。

○制度改正後の年金額（月額）

濱 鹿 韓 嫁 ．ｊ
瀦 索、華軸 嶺 ．
事 画 斬 躯

賓厳 秘 衆
車 齢 軸 鮮

田 奉腕輪 拳 61，442円 62，275円 65．000円

遺族基礎年金

・一茶孝黙・式 、．・、・！3ニ・
79，150円 80，225円 83，700円

鱒 甥 鉾 76，800円 77，842円 81．250円

空 き繁 華 61，44 2円 62，275円 65．000円

車串麺醸 衰 31，442円 31，867円 33．300円

3

老人厘療芦の節紺に
ご脇カを1

今回、水巻町の老人医療費の動向を遠賀郡各町の動向と
比較しながらお知らせします。

露1人当りの医療費

水　 巻 牒 幸 詩 上 蚊 事績拳■軒 室薮 事 績 軒

軸 凄率鮭 ｊ・ 823，628 616，930 739，139 658，751

832，983 637，839 738，431 671，663墾 担 ネ 鞋

索 郎 競 軒 857，798 667，893 768，319 727，007

瀞医療費　　　　　　　　　　　　　　（万円）

水 、巻　 恥 3滴 無 恥

湧 串 接 軒 177，821 76，685 179，537 87，874

攣 叡 嫁 駁 190，170 82，919 192，952 93，966

譲 叙 接 軒 208，359 91，167 216，359 108，615

滅受給者数　　　　　　　　　　　　　（人）

－
競 、泰凍 ‾；－・薄紅率■軽 塞 事 績 較

；ミニニ′っ1割 時 車車…ご 2言59 1，243 2，429 1，334

幸辣凍錬 ；ここ 2，283 1，300 2，613 1，399

簸 2，429 1，365 2，816 1，494簿 競ヰ

表から見てわかるように水巻可の老人医療費は、年々増加の傾向に

あります。中でも、一人当たりの医療費は郡内で最も多く、県内の順

位をみても20位以内と高い額となっていることがわかります。

医療機関での治療を必要とする人の医療費を確保し、受給者全員が

安心して治療を受けられるようにしなければいけません。

お年寄りの皆さん、自分にあった信頼できる医療機関を選択し、病

気の早期発見・治療を心かけ、老人医療費の節約にご協力ください。



今お持ちの国民健康保険証（桃色）は、3月31

日で有効期限が切れます。次の日程で新しい保

険証（かき色）を交付しますので、切り替えの

手続きをしてください。

●切り替えに必要なもの

（》今までの「保険証（桃色）」と印鑑

②遠隔地被保険者は㊨の保険証

③遠隔地の学生は㊥の保険証（引き続き㊥保

険証の交付を希望する人は、在学証明書

または学生証の写しが必要です）

●保険証をなくした人は、身分証明書（免許証

などの写真付きの証明書）が必要です。

保険証の切り替え日程
●とこう　役場101会議室

●受付粕間　午前9時一午後4時

三8 ｇ■■＝題■ 地　 区　 名

午前

立屋敷・伊左座・伊左座二丁 目～五
丁 目・二乗一丁目一三丁目・ニ西－
丁 目～四丁目・下二葉三丁目・下ニ・
みずほ団地・入江興産社宅

．1ご′ギ 挙

午後
吉田－・吉田ニ・吉田三・吉田団地・
鯉口団地・鯉口分譲・美吉野団地・宮
届台・イワゼ町住・緑風園団地

壷白
午前

頃末南北・松栄荘団地・みずまき菟・
机・緑ヶ丘・高尾団地・古賀・新生街 ・
梅ノ木団地・中央区

；華 要

午後
高松団地 ・おかの台 ・おかの台分
譲 ・古賀団地 ・猪熊一丁 目～十丁
目 ・樋口

・．’′涛 護．、′；・
29 日、30日にこられない世帯

葦ユ；…

切Ｉ
り
替
え
塞

．国

民

撥．

嫌

寿

ＩＩＬヽ
ま′

Ｉ†

．、深憂険
′医、療
係

保

険

証

、帝、

忙がＬＬ噛なたにピソタリの制度です

遠
賀
信
用
金
庫
（
本
・
支
店
）

福
岡
銀
行
（
本
・
支
店
）

西
日
本
銀
行
（
本
・
支
店
）

福
岡
シ
テ
ィ
銀
行
（
本
・
支
店
）

遠
賀
郡
農
業
協
同
組
合
（
本
・
支
店
）

郵
便
局

●
口
座
振
替
、
自
動
払
込
依
頼
書
（
各

金
融
機
関
に
も
あ
り
ま
す
）

●
納
税
通
知
書
（
提
示
す
る
だ
け
で
す
）

●
預
金
口
座
使
用
の
印
鑑

●
預
金
通
帳

国保瀕を滞納すると

保険証が渡せません

を返してもらう

特別の事情がないのに、国保税を滞納している

世帯主からは、保険証を返してもらいます。ただ

し、その世帯に老人医療などを受ける人がいる場

合は、別に保険証をお渡しします。

保険証を返していただいた世帯には、代わりに

『被保険者資格証明書』を渡しますので、これに

よって診療を受けてください。

はあとで払い戻し

『被保険者資格証明書』で診療を受ける場合は、

一時全額を支払うことになります。あとで国保か

ら払い戻しを受けることができます。このときに

滞納している保険税を全額納付していただきます。

町税などの納付方法に、口座振替の
制度があるのをご存じですか？口座振

替を利用すると「銀行に行く手間が省
ける」だけでなく、“納期を忘れて余分
な督促手数料や延滞金を支払う”こと
もなくなります。あなたも安全で便利
な口座振替を利用してみませんか。

町
税
の
納
期
を
数
回
に
わ
け
て
い
る

の
は
、
ｌ
回
当
た
り
の
納
税
額
を
少
な

く
し
て
、
納
め
や
す
く
す
る
た
め
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
多
忙
な
人
に
と
っ
て
は

「
う
っ
か
り
納
期
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」

な
ど
、
不
便
な
点
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
正
し
く
遅
れ
る
こ
と
な
く
納

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
昭
で
は
、
口
座

振
替
制
度
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
・
・
・

●
町
税
を
納
め
る
た
め
に
、
納
期
の
度

に
わ
ざ
わ
ざ
役
場
や
銀
行
な
ど
に
行

か
な
く
て
す
み
ま
す
。

●
納
期
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
も
、
あ
な

た
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

∂



へ
．

⑥
入
居
す
る
世
帯
の
全
員
が
、
団
地
内

で
円
満
な
社
会
生
活
が
で
き
る
こ
と

⑦
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

高
齢
者
な
ど
の
住
み
替
え
も

受
け
付
け
ま
す

い
団
地
で
す
。

●
富
田
団
地
　
五
階
建
住
宅
に
は
、
平

成
6
年
度
駐
車
場
整
備
予
定
で
す
。

●
猪
熊
町
住
　
建
築
年
度
は
少
々
古
い

も
の
の
、
庭
付
き
一
戸
建
。
た
だ
浴

室
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

● 平 成 6 年 度 第 1 回 町 営 住 宅 （空 屋 ）入 居 募 集 戸 数

尉ｌ星茸瀾ｌｇ葵脈お粍哉肌脈欄■延日匡ヨ題瞥■案鵜ｌ謝爛肌因囲＝臆は厩だ題寡り巨巨伝拉

高松団地
ミ【：∃．∠ゝ 中耐 5 階建

6－4．5－4．5－Ｋ 16，000 円

？

18，000 円

8
（ ～相模） 此⊂⊃ 6－6－4．5－Ｋ

鯉口団地

（1～ 6 棟）
ミ〔∃∠ゝ
ノ比⊂⊃

中耐 5階建 6－6－6Ｋ

20，000 円

？

21，000 円

3

ゴビロ
田
団
地

44～ 1仕棟 ミ∈∃∠ゝ
ノ比【⊃

簡耐 2階建
4．5－4．5－4．5－Ｋ

6－4．5－4．5－Ｋ

10，000 円

？

10，500 円

9

75 ・107棟 ミ∈∋∠ゝ
ノ比［コ

中耐 5階建
6－6－ＤＫ

6－4．5－3－ＤＫ

12，000 円

2

13，500 円

3

播熊町住

1種 木造平屋建 6－4．5－3－Ｋ
8，500 円
？

9，000 円

2

2 種 木造平屋建 6－4．5－Ｋ 7，700 円 1

高松団地 2 ・3 ・5 ・6 棟は 、駐車場有り （有料）
合　 計 26

吉田団地 107棟は、駐車場有－リ （有料）

入
居
の
申
し
込
み
は
3
月
1
4
日
か
ら

4
月
1
日
ま
で
お
早
め
に
ど
う
ぞ

●
申
し
込
み
受
付
期
間

3
月
1
4
日
（
月
）
～
4
月
1
日
（
金
）

●
公
開
抽
選
日

4
月
1
8
日
　
（
月
）

●
入
居
可
能
日

4
月
2
6
日
　
（
火
）

●
申
し
込
み
資
格

①
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

こ
と
。

②
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族
が
あ
る
こ

と
。
ま
た
は
、
同
居
し
ょ
う
と
す
る

親
族
が
あ
る
こ
と
。
（
結
婚
の
予
定

者
を
含
み
ま
す
）

③
申
込
者
と
同
居
親
族
の
収
入
の
合
計

が
、
入
居
収
入
基
準
以
下
で
あ
る
こ

と
。
（
下
の
収
入
基
準
の
年
収
早
見

表
を
参
照
く
だ
さ
い
）

④
硯
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑤
家
賃
な
ど
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
確

実
な
連
帯
保
証
人
が
1
人
い
る
こ
と

町
営
住
宅
五
階
建
の
3
階
以
上
に
居

住
す
る
高
齢
者
な
ど
で
、
同
じ
団
地
の

2
階
以
下
に
住
み
替
え
を
希
望
す
る
人

の
入
居
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

応
募
条
件
や
入
居
の
と
き
の
費
用
負

担
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

住
宅
課
管
理
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
住
宅
課
へ

早
め
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

●
入
居
申
込
用
紙
は
役
場
2
階
の
住
宅

課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

に
際
し
て
準
備
し
て
い
た
だ
く
書
類

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
は
一
世
帯
一
戸
に
限
り
ま

す
。

●
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け

し
ま
せ
ん
。

今
回
募
集
す
る

空
家
の
最
新
情
報

● 収 入 基 準 の 年 収 早 見 表 （サラリーマンの場合）

申込者以外の同居 （扶養）霊Ｉ‾叙竜の人数

0　人 1 人 2　人 3　人 4　人

ガと

責

第 2，208，000円 2，708，000円 3，208，000円 3

4

660，000円
？

903，999円

4，096，000円

－．．・．・．・．・．・．・．・．・．・ ？ ？
種 3，591，999円 4，027，999円 4，463，999円 5，339，999円

第 2，207，999円 乙707，999円 3，207，999円 3 659，999円

以下

4，095，999円

種 以下 以下 以下 以下

●
高
松
団
地
　
景
観
改
善
事
業
の
ま
っ

最
中
。
駐
車
場
整
備
や
外
壁
の
塗
り

替
え
で
住
環
境
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
中
。

●
鯉
口
団
地
　
駅
に
近
く
、
人
気
の
高

7



官問い合わせは

水巻町役場……20ト4321

中央公民館……20ト0401

南部公民館……202－2472

総合運動公園内

（体　育　係）……201－4000

（テニスコート）……201－5757

町民体育館＝…・20ト3936

えぶり　山荘……202－6230

福祉センター……20ト0794

社会福祉協議会……202－3700

南

3月11日→31日

藤岡忍さん（美吉野団地）のす
ばらしい「切り絵」の数々を展
示します。

3月16日→31日

みまき女性短期大学受講生の

作品展

●アメリカンパッチワーク
●手描き友禅
●原色押花

就
学
が
困
難
な
人
に

教
育
費
を
援
助
し
ま
す

学
校
教
育
課

町
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い

る
人
で
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困

難
な
場
合
は
、
平
成
6
年
度
の
教
育
費

の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
教
育
扶
助
を
受

け
て
い
な
い
人

②
生
活
保
護
法
に
定
め
ら
れ
た
要
保
護

者
と
同
程
度
に
困
窮
て
い
る
人

③
特
に
補
助
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
人

●
受
付
期
限

▽
在
校
生
　
3
月
3
1
日
　
（
木
）

▽
新
一
年
生
　
4
月
8
日
　
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
申
請
手
続
き
な
ど
詳

し
く
は
、
役
場
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
。

午
後
2
時
～
午
後
4
時
ま
で

●
場
　
所
　
水
巻
町
中
央
公
民
館

●
参
加
者
　
高
校
生
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
志
す
人
で
、
性
別
は
問
い

ま
せ
ん
。
初
心
者
歓
迎
。

●
受
講
料
　
無
　
料

●
申
し
込
み
　
3
月
1
0
日
か
ら
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
受
け
付
け
ま
す
。

定
員
3
0
人
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。

建
設
省
統
一
様
式
・
町
指
定
の
業
者

カ
ー
ド
　
（
百
円
）

【
更
新
受
付
】
平
成
5
年
度
に
申
請
し

登
録
さ
れ
た
業
者

経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
（
写
）
・

町
税
の
納
税
証
明
・
町
指
定
の
業
者

カ
ー
ド
　
（
百
円
）

※
業
者
カ
ー
ド
の
裏
面
の
地
図
は
、
詳

細
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

《
測
量
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
の
追

加
受
付
も
行
い
ま
す
》

受
付
内
容
は
、
建
設
工
事
の
入
札
参

加
者
と
同
じ
で
す
。

「
生
涯
学
習
時
代
と
行
政
」

講
師
／
原
田
修
治
さ
ん
　
（
元
県
立
英

彦
山
青
年
の
家
所
長
）

▽
3
月
2
2
日
（
火
）
午
後
2
時
か
ら
「
主

権
者
意
識
を
養
う
」

講
師
／
久
家
貞
美
さ
ん
　
（
元
県
立
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
員
）

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
　
町
選
挙
管
理
委
員
会

熱
意
の
あ
る
人
、
待
っ
て
ま
す

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

水
巻
卿
初
級
点
字
凄
曽
会
を

開
催
し
ま
す

町
社
会
福
祉
協
議
会

●

日

　

時

　

4

月

1

6

日

か

ら

6

月

2

5

日

平
成
6
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設

工
事
の
入
札
に
、
参
加
を
希
望
す
る
業

者
の
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
登
録
し
て
い
る
業
者
の

更
新
手
続
き
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
4
月
1
日
～
1
5
日

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

●
受
付
場
所
　
役
場
財
政
課
管
財
係

●
提
出
書
類

【
追
加
受
付
】
平
成
5
年
度
に
申
請
し

て
い
な
い
業
者

ｒ
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
福

祉
の
最
前
線
で
頑
張
っ
て
く
れ
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
採
用
予
定
数
　
1
人

●
受
験
資
格
　
①
昭
和
2
4
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
3
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
町
内
に
住
む
女
性
②

普
通
自
動
車
ま
た
は
原
動
機
付
自
転

車
の
免
許
を
持
っ
て
．
い
る
人
③
福
祉

に
関
心
を
持
ち
、
心
身
と
も
に
健
全

で
熱
意
の
あ
る
人

●
受
付
期
限
　
3
月
1
5
日
　
（
火
）

●
試
験
日
　
3
月
2
1
日
　
（
月
）

●
試
験
会
場
一
中
央
公
民
館

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
受
験
案

内
と
申
込
用
紙
は
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
と
中
央
公
民
館

で
は
、
「
政
治
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
講
演
会
で
は

身
近
な
生
活
と
政
治
と
の
関
わ
り
を
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
と
内
容

▽
3
月
1
5
日
　
（
火
）
　
午
後
2
時
か
ら

親子タコあ

β

●と　き　3月27日拇）

年前柏時から受

●ところ　遠費用河Ⅲ敷（

（雨天のときは中央公民館）

●問い合わせ　中央公民館へ



精
神
障
害
者
家
族
の
集
い
で

講
演
会
が
あ
り
ま
す

遠
賀
保
健
所

遠
賀
保
健
所
で
は
、
精
神
障
害
者
家

族
の
集
い
を
開
き
、
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
講
　
演
　
「
家
族
で
や
れ
る
こ
と
」

講
師
／
藤
島
扶
美
子
さ
ん
　
（
福
岡
地

区
精
神
障
害
者
家
族
会
し
の
の
め
会

会
長
）

●
と
　
き
　
3
月
2
5
日
　
（
金
）
　
午
後
1

時
3
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
　
（
吉
田
2
3

6

3

－

1

8

）

　

℡

2

0

1

局

4

1

6

1
番

「

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
訪
問
販
売
で
、
三
千
円
未
満

の
現
金
取
引
は
無
条
件
解
約
で
き
な
い

点
を
利
用
し
た
商
法
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
男
女
の
二
人
組
が
「
難
民
救

済
協
力
」
な
ど
の
名
目
で
、
質
の
良
く

な
い
コ
ー
ヒ
ー
豆
な
ど
を
高
く
売
り
つ

け
て
回
っ
て
い
る
、
と
い
う
苦
情
も
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

訪
問
販
売
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
訪
問
販
売
一

一
〇
番
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
℡
　
（
0

9

2

）

　

5

7

5

局

2

7

9

8

番

へ

。

か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
内
　
容
　
①
「
初
心
者
の
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
②
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
」

●
参
加
費
　
無
　
料

●
問
い
合
わ
せ
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

基
本
を
学
び
ま
せ
ん
が

町
社
会
福
祉
協
議
会

福
岡
県
消
費
生
活
課

最
近
、
北
九
州
市
内
で
防
犯
協
会
か

ら
来
た
か
の
よ
う
に
装
っ
て
、
ス
テ
ッ

カ
ー
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
　
（
無
条
件

解
約
）
　
の
方
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
が
一

式
二
千
九
百
九
十
円
で
訪
問
販
売
さ
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
初
歩
的
な
入

門
講
座
を
行
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
が
あ
る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
①
3
月
1
4
日
　
（
月
）
②
3

月
1
8
日
　
（
金
）
　
／
時
間
▽
午
前
1
0
時

（
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
（
男
女
を
問
い
ま

せ
ん
）

●
応
募
方
法
　
①
お
子
さ
ん
の
写
真
一

枚
と
、
②
お
子
さ
ん
の
名
前
・
生
年

月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
を
用
紙
に

書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
締
め
切
り
　
4
月
2
0
Ｈ
　
（
水
）
　
応
募

者
多
数
の
場
合
は
先
着
2
5
人
ま
で
。

●
送
り
先
　
役
場
総
務
課
庶
務
係

山
本
　
敏
晴
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
金
丸
ツ
ヤ
子
様

金
丸
　
洋
　
様

●
芦
屋
町
山
鹿
故
・
多
賀
谷
カ
ズ
様

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
頃
末
　
　
　
松
本
大
次
郎
様

●
美
吉
野
　
　
小
西
　
千
晴
様

小
西
　
理
香
様

香
典
返
し
と
し
て

こ
ど
も
の
日
に
ち
な
ん
で
、
広
報
み

ず
ま
き
5
月
1
0
日
号
に
、
初
節
句
の
赤

ち
ゃ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

●
対
　
象
　
平
成
5
年
5
月
以
降
に
生

故
・
五
島
　
宏
　
様

五
島
　
明
子
様

●
中
央
区
　
　
政
・
猪
ノ
ロ
モ
モ
エ
棟

猪
ノ
ロ
幸
治
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
山
本
　
ハ
ル
様

●
吉
田
団
地

●
下
二

●
頃
末

●
吉
田
団
地

●
猪
熊

●
高
松
団
地

●
鯉
口
団
地

●
吉
田
団
地

●
高
松
団
地

●
高
松
団
地

多
賀
谷
泰
輔
様

故
・
西
澤
　
由
文
様

西
澤
　
静
子
様

故
・
豊
沢
　
侍
三
様

豊
沢
登
喜
子
様

故
・
野
間
マ
ツ
ノ
様

野
間
チ
ズ
子
株

故
・
森
本
　
準
二
様

森
本
　
広
　
様

故
・
原
田
　
欣
二
様

原
田
　
隆
子
様

故
・
山
田
ツ
タ
ヨ
様

山
田
誠
太
郎
様

故
・
塘
　
亥
作
　
様

塘
　
フ
ミ
子
様

故
・
山
川
　
優
　
様

山
川
　
雅
幸
様

故
・
佐
々
木
春
雄
様

佐
々
木
信
人
様

故
・
中
野
サ
カ
エ
様

中
野
　
曹
　
様

□気功］－ガ講座

日本ヨーガ学会の岩渕京子さんの

指導による「気功ヨーガ」講座を

行います。初めての人も大歓迎。

お気軽に参加ください。

●と　き　3月25日（金）

午前10時～正午

●ところ　南部公民館

●募集人員　30人（定員になり次
第締め切ります）

●受　付　3月14日から南部公民

館で受け付けます。電

話でも受け付けます。

●問い合わせ　南部公民館

歴史にふれる一日。

●句碑写真展　3月13日まで

●講演　「奥の細道は今」

講師　弘中　孝さん
（九州工業高校教諭）

■と　き　3月13日（日）午後1時から

春一番の笑顔を

見せてください。

中学校　3月15日㈹

小学校　3月18日陰）

ダ
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る
。
そ
う

を
山
に
隠
し

し
て
、
最
後
の
稲
束

を
か
け
た
瞬
間
、
自
分
の
後
ろ
に

の
気
配
を
感
じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ

天
災
の
多
い
日
本
の
中
で
、
九
州
は

洪
水
や
台
風
な
ど
に
よ
る
損
害
を
受
け

や
す
い
地
域
で
す
。
遠
賀
川
河
口
近
く

に
位
置
し
て
い
る
水
巻
町
も
、
昔
か
ら
、

河
川
の
氾
濫
や
台
風
な
ど
に
よ
り
多
く

の
被
害
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
天
候
異

変
を
神
わ
ざ
と
思
っ
て
い
た
当
時
の
人

た
ち
は
、
神
仏
に
祈
る
こ
と
で
そ
の
被

害
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
一
度
決
定
的
な
災
害
を
受

け
る
と
、
満
足
な
救
済
措
置
が
と
れ
ず
、

一
家
離
散
や
村
の
崩
壊
な
ど
、
悲
惨
な

状
況
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
中
で

も
享
保
一
七
年
　
（
一
七
三
二
）
　
の
飢
饉

で
は
、
多
数
の
人
た
ち
が
餓
死
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
飢
饉
で
は
、
水
巻
で
も
多
く
の

検
兄
は
稲
の
出
来
具
合
を
見
る
こ
と

で
、
そ
の
年
の
出
来
高
を
計
り
、
年
貢

の
米
高
が
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、

水
、
干
、
虫
害
を
受
け
た
場
合
は
、
年

貢
米
を
和
ら
げ
る
制
度
と
し
て
「
御
免

返
上
」
を
願
い
出
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。藩

で
は
、
農
民
が
簡
単
な
こ
と
で
御

免
返
上
を
願
い
出
る
よ
う
な
習
慣
を
つ

け
さ
せ
な
い
た
め
に
手
続
き
を
厳
重
で

複
雑
に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
検
兄

を
厳
し
く
す
る
な
ど
し
て
御
免
返
上
を

思
い
立
た
せ
な
い
よ
う
に
も
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
頃
末
の
与
四
郎
地
蔵
も
検

兄
の
厳
し
さ
を
物
語
る
伝
説
と
し
て
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

げ
ん
な

元
和
七
年
　
（
一
六
八
一
）
　
の
飢
饉
は

全
国
的
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
年
頃
末

さ
く
が
ら

の
作
柄
は
悪
く
、
上
納
米
は
も
ち
ろ
ん

思
っ
た
農
民
た
ち
は
厳
し
い
役
人
の
目

を
盗
み
、
稲
束
を
い
く
ら
か
か
く
そ
う

と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
実

行
す
る
の
は
難
し
く
、
失
敗
す
る
と
首

が
飛
ぶ
の
で
、
皆
言
い
出
し
か
ね
て
い

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
与
四
郎
が
自
分

に
考
え
が
あ
る
か
ら
や
ら
し
て
ほ
し
い

と
、
覚
悟
を
決
め
て
申
し
出
ま
し
た
。

「
あ
っ
、
与
四
郎
が
」
と
い
う
よ
う
に

皆
の
目
が
与
四
郎
に
注
が
れ
ま
す
。
与

四
郎
は
四
国
の
生
ま
れ
で
、
年
も
ま
だ

若
か
っ
た
よ
う
で
す
。
与
四
郎
に
す
れ

ば
今
ま
で
親
切
に
し
て
く
れ
た
村
の
人

に
報
い
る
の
は
、
こ
ん
な
と
き
以
外
に

な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ま

た
命
を
落
と
さ
な
い
で
目
的
が
達
成
さ

れ
る
成
算
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
命
が
け
で
あ
る

こ
と
に
は
違
い
な
く
、
決
心
も
固
か
っ

が
、
与
四
郎
は
逃
げ
る
こ
と
も
せ
ず
、

切
り
殺
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
犠
牲
的
な
行
為
は
奉
行
を
感
動

さ
せ
た
う
え
、
与
四
郎
の
罪
は
深
く
と

が
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
年
貢
米
の

減
免
も
許
さ
れ
た
の
で
し
た
。
与
四
郎

の
断
罪
は
、
ま
だ
若
い
独
身
の
彼
に
あ

わ
れ
み
と
同
情
を
呼
び
、
そ
の
英
雄
的

行
為
は
村
人
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

い
つ
し
か
慰
霊
の
た
め
に
頃
末
に
地
蔵

が
建
ち
、
与
四
郎
地
蔵
と
し
て
祭
ら
れ
、

今
も
な
お
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
め
っ
き
り
春

ら
し
く
な
り
ま
し
た
。
3
月
3
日

は
ひ
な
祭
り
。
こ
の
日
、
新
し
い

旅
立
ち
を
迎
え
た
人
た
ち
が
い
ま

す
。
遠
賀
車
間
医
師
会
看
護
学
校

の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
で
す
。
働
き

な
が
ら
、
看
護
の
勉
強
を
し
て
き

た
皆
さ
ん
の
顔
に
は
自
信
が
満
ち

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
、
広

報
担
当
と
な
っ
て
、
一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
年
た
て

ば
一
人
前
の
広
報
マ
ン
に
な
れ
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
に
甘
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
つ
の
壁
を
越
え

れ
ば
、
ま
た
次
の
壁
。
あ
と
、
い

く
つ
の
壁
を
越
え
れ
ば
本
物
の
広

報
マ
ン
に
な
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
喜
田
一

●

車
お
や
て
こ
の
広
報
は
薄
い
な

と
、
感
じ
た
入
は
い
ま
せ
ん
か
。

実
は
特
集
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

事
情
に
よ
り
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
念
な
の
は

掲
載
で
き
な
か
っ
た
こ
と
よ
り
も

取
材
に
快
く
応
じ
て
く
れ
た
人
た

ち
の
笑
顔
に
報
い
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
大
き
な
壁

に
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
▽
そ
れ
で

も
、
つ
ら
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ご
ろ
取
材
先
で

自
分
の
名
前
を
告
げ
る
と
「
あ
ー

あ
な
た
が
。
編
集
後
記
を
楽
し
み

に
し
て
ま
す
よ
し
と
言
わ
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
お
叱
り
の
言
葉

を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
読
ま
れ
て
い
る
ん
だ
な
、

と
実
感
す
る
と
き
で
す
。
3
月
は

卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
『
広
報
学
校
』

の
卒
業
証
書
は
、
ま
だ
も
ら
え
そ

う
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
元
一

10

田
歯
智
疇
樽
仲

ｒ

ｒ

新
瀧
・
灘
試
＼
貨
鵬
嘩
率
頭
諜
報
期
隷
淋
瀬
　
棚
害
」
前
週
淘
臓
腑
望
巣
鵬
辱
汁
側
茄
沸
冨
？
一
坤
冒
∽
（
Ｎ
〇
一
）
お
和
一

苫
聖
＼
素
純
朴
拝
、
高
　
上
「
　
せ


